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が生じる．咽頭気道の狭窄は閉塞性睡眠時無呼吸症候群（ obstructed sleep apnea 
syndrome：OSAS）の重症度と相関し（Vos et al, 2010），術後に OSASをはじめとする









者 11名（男性：3名，女性：8名，平均 23.8 歳）を対象とし，術前と術後 1年後に撮影




1.822×10-5 Pa・sとした．離散化手法は有限体積法で 2次中心差分と 2次精度風上補間を
行い，低レイノルズ型 k-ε乱流モデルを用いた．流速-圧力のカップリングは SIMPLE 法




それぞれ Wilcoxon の符号付き順位検定を行い，p＜0.05 で有意差ありとした．最小二乗









−2.06  （式 1） 
 














本研究では圧力損失は ΔPPASに，流路の長さ（L）は PAS の長さに，断面積（A）は代
表値である Aminにそれぞれ相当する．本研究で導き出した ΔPPASと Aminの近似式は式 4-1
であり，ΔPPASは Aminの 2.06 乗に反比例していた．指数が 2 に近く，また ΔPPASと Amin
の間の相関が非常に高かったのは，気流が層流に近かったこと，症例ごとの Aminの違いに
対して PASの長さの違いはほぼ無視できる状態であったことが考えられた．  
 先行研究（Butterfield et al. 2015, Yu et al. 2012, Ogawa et al. 2007, Vos et al. 2007）
でも OSASに罹患した患者の Aminの平均は 0.39～0.79 cm2であったのに対し，OSASに
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